
階段部各部の納まり

採用に関するご注意 

■ 親支柱の納まり（ 階段部）

階段用親支柱は、 踏板木口と 踏板面の 2 箇所で固定し ます。

■ 階段用部材

○廊下、 踊り 場、 吹抜け部などの水平部には取付けできません。

○支柱を 取付ける部分には 3 0 m m 以上の木質材料が必要と なり ます。

○階段踏板端より 支柱センタ ーまで 6 5 m m 以上必要です。

○階段踏板の段鼻がアール形状の階段には取付けできません。

○階段有効巾、 7 5 0 m m を 確保し てく ださ い。

■ 使用上のご注意

○故意に頻繁にゆすったり 、 過度の衝撃を 加えないでく ださ い。 固定部分が緩み、 破損、 脱落を 起こ すこと があり ます。

○手摺に上がったり 、 ぶら 下がったりし ないでく ださ い。

○汚れが付いた場合は、 乾拭きまたは中性洗剤を 薄めて、 雑巾を 固く 絞って拭いてく ださ い。

○シンナー、 ベンジン等を 使用すると 表面の艶がなく なったり 変色する場合があるため、 使用し ないでく ださ い。

■ 親支柱の納まり（ パネルタ イプ）

パネルは、 金具を 介し て親支柱に固定し ます。

■ 子支柱の納まり（ 縦桟タ イプ）

子支柱は、 踏板面に取付けた下カ バーに差し 込みます。

■ 吹抜け（ 踊り 場） 用部材

○階段部には取付けできません。

○支柱下部には木質下地補強を すること 。

○親支柱の取付ピッ チは 9 1 0 m m 以下のこと 。

○支柱間の内々寸法は 1 1 0 m m 以下のこと 。（ 縦桟タ イ プ ）

○支柱壁の内々寸法は 1 1 0 m m 以下のこと 。

■ 吹抜け手摺　 支柱の取り 付け位置

■ 親支柱の納まり（ 吹抜け部）

吹抜け用親支柱は、 床に固定し ます。
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○丸棒手摺使用例

※丸棒手摺接続ブラケットを使用する場合。
　 接続ブラケットを使用しない場合や角手摺タイプの場合

は階段手摺と吹き抜け手摺の隙間が 110 ㎜以内にな
るように施工してください。
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